
【子ども読書プラン ２５の施策】      

●それぞれの施策の拡充と新しい取り組み 

 

              

 

 

子ども電子図書館への寄贈 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

 

企業名 

 ・ 

金 額 

JASTEC（ｼﾞｬﾊﾟﾝｽｰﾊﾟｰｺﾝﾀﾞｸﾀﾃｸ 

ﾉﾛｼﾞｰ株式会社）  １０万円 

(一財)北九州市 PTA 協議会教育財団    

３０万円 

        計４０万円 

JASTEC㈱ 

    １０万円 

PTA教育財団 

３０万円 

   計４０万円 

JASTEC㈱  １０万円 

PTA教育財団 ３０万円 

★ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ国際協会 

         ２０万円 

     計６０万円 

  ＊民間企業・団体からの電子書籍の寄贈により、電子図書館の蔵書の充実を図る 

 

 

 

 

 

 

   令和 4年度から、学校図書館職員、小・中・特別支援学校の図書館主任、及び 

  公共図書館職員のうち希望者を対象に、合同研修会を実施 

【研修内容】説明「子ども図書館の事業内容について」 

      発表「図書館職員との連携による読書推進活動の実践」 

【意見交流】「学校図書館職員及び公共図書館との連携について」 

 

 

 

 

 

・子ども司書養成講座 受講者数の増加 

令和３年度、令和４年度 ３６名 ➡ 令和５年度 ４０名 

  ・ジュニアサポーター 活動内容の拡充 

数年間の活動を通して、 

本の配架 ➡ リクエスト本の確保 ➡ オススメ本のポップ作成、 

館内展示物の作成・展示などを学ぶ 

【今後の活動】・ジュニアサポーターによる、子ども司書養成講座のヘルプスタ

ッフ活動や、子ども図書館内での読み聞かせ等  

      ・ジュニアサポーターを卒業した学生によるボランティア活動 

 

図書寄贈元の開拓  （1）―5 電子機器、動画等を活用した読書のきっかけづくり 

          （3）―3 非来館型サービスの導入など機能の充実 

学校図書館職員・図書館主任合同研修会の実施 

（2）―1 学校図書館・学校図書館職員の利活用の促進 

（2）―2 学校、学校図書館と市立図書館との連携強化 

子ども司書養成講座・ジュニアサポーター活動の充実 

          （3）―7 主体的に読書活動に関わる子どもの育成、支援 

資料‐⑵ 



 

 

 

『北九州市子ども読書の日』 

    令和５年度…「いのちのたび博物館」の参加 

            子ども図書館で石うす挽き体験会の実施 

      令和６年度…「スペースＬＡＢＯ」に参加を呼びかけ 

 

 

 

 

 

【4月】「小倉北区子どもまつり」へのブース出展 

 絵本展示、読み聞かせの実施 

（小倉北区役所、漫画ﾐｭｰｼﾞｱﾑ､小倉北警察署、WeLove 小倉、三萩野女子高、民間団体、その他多数） 

【12月】「防災フェスタ」へのブース出展  

防災に関する児童書、絵本展示 

 （北九州市危機管理室、日本赤十字、気象台、海上保安部、陸自、海自、航自、民間団体、その他多数） 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

新たな施設との連携    （3）―2 来館のきっかけづくり 

（4）－4 文化施設との相互協力 

外部イベントへの参加   （4）－5 子どもが集まる商業・レジャー施設などと

の協力の検討 


